
H29

◎

北区には、歴史的価値の高いものとして竹内街道・長
尾街道・西高野街道の三街道と、百舌鳥古墳群や地域
に残る文化財が数多くある。
この豊かな歴史文化を区民に広く伝えることを通じ、
区民に歴史に興味を持ってもらい郷土愛を育むととも
に、北区の歴史文化の発展に役立てる。

H28活動指標

実施主体

北区歴史探索事業

歴史文化を通じた区民相互の交流の推進を目的とし
て、「北区歴史カフェ」を今年度も継続して実施。今年度
は「北八下の歴史」を取り上げ、地域の精通者を講師に
迎えて開催した。

一昨年より開始した歴史カフェは毎回テーマを変えて実施しているもののリピーター
は多く、定着してきている。「北八下の歴史」はこれまで取り上げなかったテーマという
こともあり、参加者からも「勉強になった」「興味深かった」といった意見が多数寄せら
れた。

◎

⑤自立発展性

参加者と協働により企画運営しており、マ
ンパワーの観点からも効率の良い運営が実
現できている。

総合評価

北区役所

80名
（計3回開催）

事業内容

○○

北区　区域まちづくり事業　効果検証シート

80名
（計3回開催）

30名
（計1回開催）

歴史カフェ参加者

事業名称

①妥当性 ④効率性

H30

拡充
継続
見直し
廃止

事業目的

②協働の視点 ③インパクト

　一昨年から継続して実施している歴史カフェはリピーターも逓増し、また参加者相互の繋がりも徐々に強まってきた。
　次年度以降は、より参加者の意向を反映した自主的な活動とするため実施方法を見直し、参加者が自ら主体的に企画運営を行い、行政は広報面等で支援を行う体制へ移行す
る。

歴史カフェは、地域住民と協働し、実
施内容の企画立案を行っており、講座
の講師も地域の精通者が担っている。

○

今後の方向性（課題、改善提案等）

歴史カフェはリピーターも多く、参加者
相互の繋がりも徐々に強まっている。今
後は参加者が主体的に運営する事業と
して移行予定である。 ○

区内の歴史文化を広く区民に知っても
らう機会を提供することで、歴史に関心
を持ち、ひいては郷土愛の醸成につな
がる事業となっている。

歴史カフェで行う講座は、郷土の歴史
を掘り下げた内容となっており、参加者
からも「興味深かった」といった意見が多
数寄せられた。


